
 

 

４月～５月にかけて、夏野菜の準備時期になります。 

近年は気温が高くなっているので、少し早目に準備してもいいでしょう。また、病害虫の発生時期

にも変化がみられます。寒い時期には発生しなかった病害虫の発生が見受けられますので、病害虫

を発見したら早いうちに防除しましょう。 

 

４月 

【種蒔き】 

カイワレ・パセリ・シソ・クレソン・ねぎ・三つ葉・ニラ・サラダ菜・ラディッシュ 葉ネギなど 

【苗植え】 

ミニトマト など 

 

 

 

 



【プランターで楽しむ】 

■葉ネギ[種蒔きから収穫まで約２カ月] 品種：小春 フレッシュ小ネギ 

 大きなプランターなら、二列で１cm 間隔・深さ 1cm で苗を植えます。 

 収穫時に根元を残すと、根元から新しい芽が出て再収穫できます。 

■ラディッシュ[種蒔きから収穫まで約１カ月] 

 品種：アイシクル（長型） コメット（赤丸） ブレックファースト（長卵型・表皮が赤い） 

 スジ蒔き（二列もしくは三列）で、発芽し少し大 

 きくなったら間引きしていきます。 

■ミニトマト[苗を植えてから収穫まで約２カ月半] 

プランターに２本植えします。少し大きくなったら支柱を立ててやる必要があるので、 

植え巾にはゆとりを取っておきましょう。 

 

【コンパニオンプランツを活用しよう】 

 

 

コンパニオンプランツは病害虫を予

防し農薬の削減に一役買いますが、

なんといっても見た目が華やか。ガ

ーデニング気分で野菜作りが楽しめ

ます。 

 

＜相性の良いものと組み合わせて＞ 

コンパニオンプランツにも相性があ

ります。相性の悪い植物を植えない

よう注意しましょう。 

 

★例えば、カブとキャベツを植えた

プランターを隣に並べるとします。 

キャベツとローズマリーは相性が良

いですが、ローズマリーとカブとは

相性が悪いので、ローズマリーは適

しません。この場合は、カブにもキ

ャベツにも相性の良いカモミールを

使います。 

 

 



【ハーブの紹介】 

セ ー ジ 

効果：モンシロチョウなど有害な飛翔昆虫を忌避する 

相性の良い植物：ローズマリー・キャベツ・ニンジンなど 

相性の悪い植物：キュウリ 

タ イ ム 

効果：モンシロチョウを忌避する 

相性の良い植物：キャベツ・バラなど 

相性の悪い植物：ワイルドストロベリー 

チャイブ 

効果：アブラムシを忌避する。うどん粉病を防ぐ効果がある 

相性の良い植物：トマト・ニンジン・リンゴ・バラなど 

相性の悪い植物：マメ科 

ニンニク 

効果：香りが強く、アブラムシを忌避し、キクイムシ、スカシバなどにも効果があ

るとされる 

相性の良い植物：バラ、ラズベリー、トマトなど 

相性の悪い植物：マメ科、イチゴ類 

バジル 

効果：アブラムシやコナジラミを忌避する。またハエや蚊を防ぐ効果もある。 

また、土壌病害を抑える効果や、連作障害を抑える効果が期待される。 

一番効果があるとされるのはスイートバジル。 

相性の良い植物：アブラナ科の野菜など 

相性の悪い植物：パセリ 

フレンチマリーゴールド 

効果：センチュウを駆除する効果がある。オンシツコナジラミ他、多くの害虫を防

ぐ。 

相性の良い植物：トマト・イチゴ・豆類・バラなど 

相性の悪い植物：ジャガイモ・ローズマリー 

 

 



ミント 

効果：アブラムシやアオムシを忌避する 

相性の良い植物：トマト・キャベツなど（注 繁殖が旺盛なため混植が困難。別の鉢など

に植えて近くに置いておくとよい） 

相性の悪い植物：いちご 

 

 

ラベンダー 

効果：香りを害虫（野鳥）が嫌うため、寄せ付けない効果がある。センチュウにも効果が

あるとされる 

相性の良い野菜：バラ、ラズベリーなどバラ科の果樹、キャベツなど 

相性の悪い野菜： 

 

ローズマリー 

効果：モンシロチョウ・ニンジンバエ・ヨトウガを防ぐ 

相性の良い植物：セージ・人参・キャベツ・豆など 

相性の悪い植物：キュウリ・ジャガイモ・ワイルド・ストロベリー 

 

ワイルドストロベリー 

効果：モンシロチョウやヨトウムシ・アブラムシを忌避する 

相性の良い植物：マリーゴールド・ボリジ・レタス・豆類・ほうれん草など 

相性の悪い植物：キャベツ類・ミント・タイム・ローズマリー 

 

 

 

 

※コンパニオンプランツは、どのような比率で混植したら良いかなど不明な点もあり、土

質によっても効果の強弱はあると思われます。「この植物を植えたからもう大丈夫」とい

うようなものではありません。 


